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今
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
は
次
の
と
お

り
で
す
。

○
議
案
第
66
号
は
、
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
き
同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

○
議
案
第
67
号
は
、
市
営
住
宅
家
賃
を
長
期
に

わ
た
り
滞
納
し
て
い
る
者
４
人
に
対
し
、
市

営
住
宅
の
明
け
渡
し
請
求
等
を
求
め
て
訴
え

を
提
起
す
る
も
の
で
す
。

○
議
案
第
68
号
は
、
下
館
地
区
に
お
け
る
道
路

台
帳
整
備
時
の
誤
認
定
に
よ
る
１
路
線
の
廃

止
、
関
城
地
区
に
お
け
る
鉄
道
敷
及
び
緑
地

帯
の
２
路
線
の
廃
止
並
び
に
協
和
地
区
に
お

け
る
起
点
・
終
点
の
変
更
、
土
地
改
良
に
伴

う
新
設
道
路
と
の
重
複
、
未
供
用
道
路
及
び

道
路
台
帳
整
備
時
の
誤
認
定
に
よ
る
７
路
線

の
廃
止
、
合
計
10
路
線
を
廃
止
す
る
も
の
で

す
。

○
議
案
第
69
号
は
、
下
館
地
区
に
お
け
る
開
発

行
為
、
認
定
も
れ
、
法
定
外
道
路
、
寄
附
行

為
及
び
道
路
新
設
に
伴
う
買
収
等
に
よ
る
８

路
線
の
認
定
、
明
野
地
区
に
お
け
る
開
発
行

為
に
よ
る
１
路
線
の
認
定
並
び
に
協
和
地
区

に
お
け
る
起
点
・
終
点
の
変
更
、
土
地
改
良

事
業
等
に
よ
る
４
路
線
の
認
定
、
合
計
13
路

線
を
認
定
す
る
も
の
で
す
。

○
議
案
第
70
号
は
、
茨
城
県
筑
西
土
地
改
良
事

務
所
に
よ
る
大
川
南
地
区
土
地
改
良
事
業
の

施
行
に
伴
い
、
倉
持
、
中
根
及
び
東
石
田
地

内
の
字
の
区
域
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

○
議
案
第
71
号
は
、
筑
西
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
で
処
理
す
る
、
し
尿
の
処
理
区
域
を
合

併
後
の
市
の
区
域
に
合
わ
せ
る
た
め
、
本
市

の
旧
協
和
町
地
区
を
加
え
、
桜
川
市
の
旧
真

壁
町
地
区
を
除
く
た
め
の
改
正
の
ほ
か
、
ふ

る
さ
と
市
町
村
圏
基
金
の
処
分
に
関
す
る
条

項
を
追
加
す
る
た
め
、
規
約
の
改
正
を
す
る

も
の
で
す
。

○
議
案
第
72
号
は
、
筑
北
環
境
衛
生
組
合
で
処

理
し
て
い
た
本
市
の
旧
協
和
町
地
区
の
し
尿

処
理
を
、
筑
西
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
に

移
行
す
る
こ
と
に
伴
い
、
当
市
が
筑
北
環
境

衛
生
組
合
を
脱
退
す
る
た
め
規
約
の
改
正
を

す
る
も
の
で
す
。

○
議
案
第
73
号
は
、
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
の
議
会
議
員
の
定
数
、
選
挙
方
法

等
を
変
更
す
る
と
と
も
に
関
係
市
町
村
の
長

の
代
表
者
で
構
成
す
る
協
議
組
織
を
設
置
す

る
こ
と
に
伴
い
規
約
の
改
正
を
す
る
も
の
で

す
。

○
議
案
第
74
号
は
、
本
市
の
行
政
財
産
に
お
け

る
自
動
販
売
機
等
の
設
置
に
つ
い
て
、
そ
の

取
り
扱
い
を
統
一
す
る
た
め
、
行
政
財
産
使

用
料
等
徴
収
条
例
に
定
額
の
使
用
料
を
定
め

る
ほ
か
、
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
ほ
か
６
本
の
条
例

（
11
の
指
定
管
理
施
設
）
に
お
い
て
、
行
政

財
産
の
目
的
外
使
用
許
可
と
貸
し
付
け
を
市

長
権
限
で
行
う
こ
と
の
確
認
規
定
等
を
設
け

る
な
ど
、
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

○
議
案
第
75
号
は
、
本
市
の
寄
附
金
税
額
控
除
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に
つ
い
て
、
そ
の
対
象
を
県
民
税
と
合
わ
せ

る
た
め
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

○
議
案
第
76
号
は
、
筑
北
環
境
衛
生
組
合
か
ら

の
脱
退
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の

で
す
。

○
議
案
第
77
号
は
、
市
営
住
宅
入
居
資
格
に
係

る
収
入
限
度
額
の
基
準
額
を
公
営
住
宅
法
施

行
令
に
定
め
る
額
と
す
る
た
め
の
改
正
及
び

私
営
住
宅
駐
車
場
使
用
料
の
額
を
規
定
す
る

た
め
の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

○
議
案
第
78
号
は
、
水
道
事
業
運
営
審
議
会
の

答
申
に
基
づ
き
、
合
併
前
の
旧
４
市
町
の
区

域
ご
と
に
定
め
て
い
た
水
道
料
金
を
統
一
す

る
た
め
の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

○
議
案
第
79
号
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
で
、

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
４
，
７
３
６
万
余
円

を
追
加
し
、
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
３
５
２
億
１
，

９
０
２
万
余
円
と
す
る
も
の
で
す
。
歳
出
の

主
な
も
の
は
各
項
目
で
の
人
件
費
で
２
億
３
，

１
０
３
万
余
円
の
減
額
、
身
体
障
害
者
知
的

障
害
者
福
祉
費
で
生
活
介
護
事
業
費
な
ど
９
，

４
５
１
万
余
円
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

繰
出
金
４
，
７
９
４
万
余
円
な
ど
で
す
。

○
議
案
第
80
号
は
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
で
、
主
な
も
の
は
、
一
般
被
保
険

者
高
額
療
養
費
及
び
後
期
高
齢
者
支
援
負
担

金
の
増
額
並
び
に
介
護
納
付
金
及
び
人
件
費

の
減
額
な
ど
で
す
。

○
議
案
第
81
号
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算
で
、
主
な
も
の
は
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
共
通
経
費
負
担
金
の
増
額
、

人
件
費
の
減
額
な
ど
で
す
。

○
議
案
第
82
号
は
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
で
、
主
な
も
の
は
、
公
債
費
の

増
額
、
人
件
費
の
減
額
な
ど
で
す
。

○
議
案
第
83
号
は
、
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
で
、
主
な
も
の
は
、
竹
島
地

区
、
関
城
東
地
区
農
業
集
落
排
水
建
設
事
業

の
確
定
に
伴
う
減
額
、
下
館
、
関
城
、
明
野
、

協
和
農
業
集
落
排
水
施
設
維
持
管
理
経
費
及

び
農
業
集
落
排
水
事
業
基
金
積
立
金
の
増
額

な
ど
で
す
。

○
議
案
第
84
号
は
、
下
館
結
城
都
市
計
画
事
業

八
丁
台
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
で
、
主
な
も
の
は
、
水
道
工
事
負
担
金

の
増
額
、
人
件
費
の
減
額
で
す
。

○
議
案
第
85
号
は
、
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
で
、
主
な
も
の
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
等

給
付
事
業
の
減
額
、
制
度
改
正
に
伴
う
介
護

保
険
シ
ス
テ
ム
改
修
の
増
額
及
び
人
件
費
の

減
額
で
す
。

○
議
案
第
86
号
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
で
、
主
な
も
の
は
、
一
般
会

計
繰
出
金
で
す
。

○
議
案
第
87
号
は
、
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

で
、
主
な
も
の
は
受
託
工
事
費
、
企
業
債
利

息
及
び
人
件
費
の
減
額
並
び
に
受
託
工
事
及

び
負
担
金
債
償
還
金
の
増
額
で
す
。

○
議
案
第
88
号
は
、
健
康
保
険
法
施
行
令
等
の

改
正
に
伴
い
、
産
科
医
療
保
障
制
度
の
負
担

金
相
当
分
と
し
て
出
産
育
児
一
時
金
に
３
万

円
を
追
加
す
る
た
め
の
改
正
を
す
る
も
の
で

す
。


